
令和６年度 第３回 釧路方面厚岸警察署協議会 議事概要

１ 開催日時
令和７年２月19日（水）午前９時55分から午前10時50分まで

２ 開催場所
釧路方面厚岸警察署 大会議室

３ 出席者
⑴ 協議会委員 ４人（定員５人）
会 長 佐 田 靖 彦
副 会 長 久 野 勝 広
委 員 加 藤 裕 之
委 員 川 口 由紀子

⑵ 警察署員 ６人
署 長 遠 藤 広 行
副 署 長 藤 田 大
刑事・生活安全課長 中 島 大 樹
地域・交通課長 藤 瀨 和 彦
警備係長
警務係長 （事務局担当）

４ 会長 挨拶

５ 署長 挨拶

６ 協議事項
「災害対策」

７ 協議事項に関する委員からの要望・意見
【委員からの意見】
胆振東部地震が発生した時、自宅が停電したため避難所へ避難しようとしたが、メイ

ンの道路に出る際、メインの道路を避難者の車両が多く走行しており、さらに、信号機
が消灯していたため、メインの道路に出られず大変困ったことを経験した。
同じように東日本大震災が発生した時、道の駅コンキリエ前の道道を避難者の車両が

多く走行していたため、側道から走行してきた車両が道道へ合流できない状況が続いた
ことを記憶している。
災害発生時、どこの道路で交通障害が起きるのかを警察で事前に把握してもらうとと

もに、有事の際はポイントに警察官を配置して交通整理をすることが必要なのではない
かと思うので、自治体や警察が一体となって最善の方法を検討し、有事の際には活動し
てほしい。

（警察回答）
交通のボトルネックとなる箇所の把握は必要であると考えている。
ボトルネックとなる箇所に警察官を配置できるかはその時々の状況によるので御理解

願いたい。

【委員からの要望】
今回、協議事項の中で使われた説明資料は、有事に向けて大変参考になるものである

と思われるので、私達だけではなく町民に対して広く説明してほしい。
災害発生時には警察や行政の力に頼るだけではなく町民自らが行動する必要があるの

で、町民の防災意識を高揚させるためにも防災講話、防災紙芝居などを用いて広く啓発
してほしい。

（警察回答）
防災講話などはどこでもできるものであるため、役場などの関係機関と連携して町民



に対して広く啓発していきたい。

【委員からの意見】
警察が防災講話や防災紙芝居を行っていることを初めて知ったので、こういった取組

を行っていることを広めていきたい。

【委員からの要望】
厚岸警察署が毎月発行しているミニ広報紙に警察署が行った取組や業務内容を取り入

れることで、町民の方々の警察活動への理解がより深まると思うので取り入れてほしい。

（警察回答）
今後作成するミニ広報紙へ業務内容などの記事を取り入れていくこととしたい。

８ 前回の警察署協議会において委員から提言された要望に対する取組結果
【委員からの要望】
○ 町外から来る観光客による事故もあると思うので、観光客に対しても啓発をしてほしい。
○ 交通事故多発地点で撮影された事故発生時のドライブレコーダーの映像を見させ
てもらったが、住民を含め一般の方々に公開することで注意喚起につながるので公
開してほしい。

（警察の取組結果）
・ インバウンドの影響で外国人観光客の増加が認められるため、事故多発地点や外
国人観光客の往来が多く見込まれる場所に設置された一時停止標識を『STOP』入り
の標識へ取り替えることで、外国人観光客による事故防止の対策を図った。

・ 事故発生時のドライブレコーダーの映像を組み込んだYoutube動画を作成し、警察
署ホームページなどで一般に公開することで、広く注意喚起を図った。
今後も交通事故防止対策を警察として推進したい。

９ 委員へのアンケート結果に対する警察の回答
【アンケートに書かれた質問】
○ 厚岸・浜中地域に設置されている防犯カメラの設置状況と今後の設置予定につい
て知りたい。

（アンケートに対する警察の回答）
・ 今後の設置予定については設置者のプライバシー保護の観点から回答できないが、
今後も設置の拡充を警察として進めていきたい。（設置状況については口頭で回答）

【アンケートに書かれた質問】
○ 厚岸町と厚岸警察署がドライブレコーダーを活用した町の見守り活動に関する協
定を結んだと聞いたが、現在の協定参加状況を知りたい。

（アンケートに対する警察の回答）
・ 交通機関、金融機関、公益法人などの５団体が協定に参加しているが、今後も協
定への参加団体の拡充を警察として進めていきたい。

10 次回開催予定
令和７年６月頃を予定。


